
▲成人の誓いのことばを述べる湯浅昌慶さん（左）▲326人の新成人が式典に出席

ど
多
数
が
出
席
さ
れ
、
新
成
人
を

盛
大
に
祝
い
ま
し
た
。

　式
典
で
は
、
齊
藤
進
市
教
育
委

員
会
教
育
委
員
長
の
開
会
宣
言
の

後
、
佐
々
木
稔
納
市
長
が
「
ふ
る

さ
と
南
丹
市
に
愛
着
を
持
ち
、
積

極
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。
み
な
さ
ん
の
若
い
力

に
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
」
と

式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
出

席
し
た
新
成
人
に
南
丹
市
か
ら
記

念
品
を
贈
り
ま
し
た
。

　最
後
に
、
新
成
人
を
代
表
し
て

湯
浅
昌
慶
さ
ん
が
「
し
っ
か
り
と ▲久しぶりの再会に会話がはずみます

▲代表して記念品を受け取る岩佐知佳さん（左）

　本
年
の
成
人
式
の
対
象
者
は
、

昭
和
六
十
二
年
四
月
二
日
か
ら
昭

和
六
十
三
年
四
月
一
日
生
ま
れ

で
、
南
丹
市
内
に
住
所
の
あ
る

方
、
四
百
六
十
八
人
（
園
部
町
二

百
七
十
八
人
・
八
木
町
八
十
九

人
・
日
吉
町
四
十
九
人
・
美
山
町

五
十
二
人
）
を
招
待
し
た
ほ
か
、

南
丹
市
内
の
小
・
中
学
校
の
卒
業

生
や
、
南
丹
市
か
ら
転
出
し
た
方
で

南
丹
市
で
の
成
人
式
を
希
望
さ
れ

る
方
な
ど
も
対
象
と
し
ま
し
た
。

　式
典
に
は
、
京
都
府
や
南
丹
市

議
会
な
ど
多
く
の
来
賓
と
、
小
・

中
学
校
時
代
の
担
任
の
先
生
方
な
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ー平成二十年南丹市成人式ー

　一
月
十
三
日
、
南
丹
市
成
人
式
を
南
丹
市
園
部
公
民
館
で
行
い
ま

し
た
。
式
に
は
三
百
二
十
六
人
の
新
成
人
が
出
席
し
、
晴
れ
や
か
に

門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

真
っ
向
か
ら
社
会
に
立
ち
向
か

う
、
強
い
心
を
持
っ
た
社
会
人
に

な
り
ま
す
」
と
成
人
と
な
っ
た
抱

負
と
決
意
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　式
典
終
了
後
に
は
、
記
念
写
真

の
撮
影
や
各
地
域
ご
と
に
懇
親
の

場
を
設
け
ま
し
た
。
友
人
や
恩
師

と
の
久
し
ぶ
り
の
再
会
に
、
思
い

出
話
を
す
る
な
ど
、
す
が
す
が
し

い
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

▲記念撮影（日吉町）

八木 加奈江 さん
（八木町）

　大
人
と
し
て
、
自
覚
と
責
任

の
あ
る
行
動
を
し
、
こ
れ
か
ら

も
ふ
る
さ
と
を
大
事
に
し
て
い

き
た
い
で
す
。

若江　友美 さん
（美山町）

　小
学
校
で
働
い
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
成
長
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
を
応
援
し
た

い
で
す
。

中川　大樹 さん
（園部町）

　ま
だ
、
自
分
の
将
来
像
が
は

っ
き
り
決
め
ら
れ
て
い
な
い
け

れ
ど
、
い
っ
ぱ
い
勉
強
し
て
、

世
界
に
通
用
す
る
よ
う
な
仕
事

を
し
た
い
で
す
。

栃下　拓也 さん
（日吉町）

　今
は
、
市
内
で
仕
事
を
し
て

い
ま
す
。
多
く
の
経
験
を
重
ね

て
、
大
人
と
し
て
一
人
前
と
認

め
て
も
ら
え
る
よ
う
に
頑
張
り

ま
す
。

成
人
に

　な
っ
た
感
想
を

　
　聞
き
ま
し
た

二十歳の決意を新たに記念撮影

晴れやかに二十歳の
　　　　　門出を祝う


